
遠野市長記者懇談会（令和３年３月 29 日） 発表項目 

 

 

■日時 令和３年３月29日（月）14：00～15：00 

■場所 市役所本庁舎多目的大会議室 

 

 

【発表項目】 

１ 新型コロナウイルス感染症対策に係る取組等の状況について （ 資料No. １ ） 

 

２ 令和３年４月１日付け定期人事異動の概要及び組織体制について （ 資料No. ２ ） 

 

３ 支え合う小さな拠点による地域づくりについて （ 資料No. ３ ） 

 

 

 

 

 

 

今後の主要行事、お知らせなど 

(1) 「遠野さくら祭り」について（ お知らせNo.１ ） 

(2) 遠野早池峰ふるさと学校再開について（ お知らせNo.２ ） 

(3) 道の駅「遠野風の丘」リニューアルオープンについて（ 別添チラシ ） 

(4) 第２次遠野市総合計画後期基本計画について （ 別冊 ） 

(5) 「もっと知りたい！遠野の予算」について （ 別冊 ） 

 

 



令和３年３月29日

遠野市

新型コロナウイルス感染症対策に係る
取組等の状況について

令 和 ３ 年 ３ 月 2 9 日
遠 野市長記者発表資料
総 務 企 画 部
新型コロナウイルス対策室

資料 No.1



（１）市内感染者について
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市内感染者の確認に係る対応

３月25日（木）
・10:50 県より市長に事前連絡
・13:30～ 第25回対策本部会議を開催

情報共有、対策等の協議
・15:00 県より正式発表

（３）主な対応状況

（２）主な対応経過

〇市民への情報発信
・市ホームページ

市長メッセージの掲載（右上）など
・遠野テレビ

緊急情報（Ｌ字放送）テロップ
遠野ニュース（市長コメント、保健師による啓発）

・関係機関団体等への周知

令和３年３月25日公表分（県内594例目）
・30代男性、無職
・3/24より入院中

〇感染防止対策の徹底
・公共施設等における感染防止対策の点検
・遠野テレビを活用した啓発番組等の継続

〇イベント等について
・イベント等の実施可否については、今後の状況に応じて判断。

〇相談対応について
25日㈭／5件、26日㈮／３件、27日㈯・28日㈰／0件
【主な相談内容】
・市内感染者の確認に関する事実確認
・イベントや地域活動等の実施可否に関する問い合わせ
・公共施設等の利用に関する問い合わせ



1. 主な経過

R2/1/28 国内初となる日本人感染者を確認 12/25 市議会臨時会 第７号補正予算計上
（新型コロナウイルス対策分 約33億7,529万円）

2/21 「遠野市新型コロナウイルス対策連絡会議」設置
※対策本部設置まで開催（全11回）

12/27 Go to トラベル一時停止（全国）

3/24 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の
1年後の延期が正式決定

Ｒ3/1/7 国の緊急事態宣言発令
1都3県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）

4/8 国の緊急事態宣言発令（一部地域のみ）に伴い市新型コロナウイ
ルス感染症対策本部を設置 ※解除後も継続設置中

1/14 緊急事態宣言の対象地域追加
２府５県（大阪府、京都府、栃木県、岐阜県、愛知県、兵庫県、福岡県）

4/13 総務企画部内に
「新型コロナウイルス対策室（11人体制）」を設置

1/15 第８号補正予算 専決処分
（ワクチン接種体制確保事業費 約3,733万円）

4/16 国の緊急事態宣言の対象地域が全国に拡大。
第１回遠野市新型コロナウイルス感染症対策連絡調整会議開催

2/1 総務企画部内に
「新型コロナワクチン接種対策室（11人体制）」を設置

4/24 市議会臨時会 第１号補正予算可決
（新型コロナウイルス対策分 約27億5,438万円） 2/8 緊急事態宣言の期間延長及び対象区域変更

（３月７日まで ※栃木県を除外）

5/11 遠野市商工労働ワンストップ相談窓口設置 2/10 市議会臨時会 第9号補正予算可決
（新型コロナウイルス対策分 約4,850万円）

5/25 国の緊急事態宣言が全地域で解除 ２/16 医療従事者へのワクチン接種開始

6/19 市議会6月定例会 第２号補正予算可決
（新型コロナウイルス対策分 8,915万円） ２/28 緊急事態宣言の対象地域一部解除

２府５県（大阪府、京都府、栃木県、岐阜県、愛知県、兵庫県、福岡県）

7/29 県内初の感染者確認（盛岡市１名、宮古市１名） 3/12 市議会３月定例会 Ｒ３年度当初予算可決
（新型コロナウイルス対策分 9,667万円）

7/30 市議会臨時会 第３号補正予算可決
（新型コロナウイルス対策分 約3億9,361万円） 3/21 緊急事態宣言の全対象地域解除

8/26 市内初の感染者確認（５名） ※現在は全員退院

9/1 市内感染者の接触者88人全員の陰性を確認

9/17 市議会９月定例会 第４号補正予算可決
（新型コロナウイルス対策分 約722万円）

10/1 新型コロナウイルス感染症対策に配慮した
避難所運営ガイドラインを策定

11/1 Go to イート 岩手県「まんぷくイートチケット」販売開始

11/16 市議会臨時会 第５号補正予算計上
（新型コロナウイルス対策分 9,539万円）

■対策に係る会議実績 合計36回
対策本部会議24回、連絡会議11回、連絡調整会議1回

■議会説明 合計 ８回
4/24臨時会、6月定例会、7/30臨時会、9月定例会、
11/16臨時会、12/25臨時会、2/10臨時会、3月定例会

■感染症対策予算（Ｒ２年度） ※補正予算措置

総額 約67億4,290万円 （1～5、7～10号）

2



3

２. 取組概要

フェーズ① 緊急初動期
国内感染確認～緊急事態宣言

・急速な感染拡大への対応
・国・県の指示に基づく緊急的対処

フェーズ② ウィズ・コロナ期
緊急事態宣言解除後の段階的移行

・感染予防と経済活動の両立
・新しい日常の醸成
・感染者発生時の迅速かつ的確な対処

フェーズ③ ポスト・コロナ期
ワクチンの普及等による収束

・ワクチン接種実施
・感染予防・経済対策の継続実施

２本柱

感染防止対策 ¥ 経済対策
迅速で強靭な
情報ネット

感染発生時の
緊急対応

新しい日常の
普及・啓発

施設等での
感染防止対策

衛生用品の
調達・備蓄

避難所運営
における対策

教育環境の
確保・充実

妊産婦・高齢
者等への配慮

地域外来・
検査センター

各種
給付金事業

事業継続
雇用確保

観光等誘客
キャンペーン

高齢者・
低所得者支援

産業・生産
基盤強化

デジタル化
生産性向上

移住・定住
ワーケーション

地元消費
喚起

商工労働
相談窓口

影響の長期化を視野に入れつつ、各フェーズに応じた
「感染予防対策」と「経済対策」の2本柱の対策を展開する。

◎経済低迷による税収減への対応
◎ポスト・コロナに向けた出口戦略

◎デジタル化等による強靭で効率的な社会へのシフト
◎影響の長期化による感染予防対策と経済対策の継続

令和２年２月～５月

フェーズに応じた対策

地方創生臨時交付金 県市町村総合支援費補助金国・県事業 市独自事業

課 題

長期化の可能性あり

スピード感ある事業展開 幅広いニーズへの対応 国・県事業との連動

ワクチン接種
実施体制確保

令和３年度令和２年６月～



３．ワクチン接種の実施体制について
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★県立遠野病院及び遠野市医師会の全面的のご協力のもと、
個別接種と集団接種による実施体制を構築。

・個別接種会場 … ８カ所（市内医療機関）
・集団接種会場 … ２カ所（総合福祉センター、宮守体育館）

★予約・相談コールセンターを４月９日より運用開始。

★高齢者（65歳以上）の優先接種は4月下旬に開始。
※ワクチン供給状況により変動

・接種券・予診券の発送 ４月中旬
・予約開始 〃
・接種開始 4月下旬

★集団接種会場の運営シミュレーションを３月27日（土）に実施。

（1）実施体制の概要 ※３月26日現在

ワクチン初回到着分（１箱975回分）を
活用し、クラスター発生リスクの高い、
高齢者施設入所者へ前倒しで接種（4月
中旬から）できるよう調整中。
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（２）接種会場及び実施体制について

【概要】
・医療機関の実情に応じ、通常診療に合わせて受入

可能な人数の個別接種に対応。
・個別接種の受け入れが困難な診療所においては、

集団接種会場の運営に協力。
【開設期間】

４月下旬～８月上旬

個別接種 8カ所（市内医療機関）

【概要】
・県立遠野病院及び市内医師会の医師・看護師による

派遣チームを組織。
・各会場、平日を中心に１日あたり３時間、

100人程度の接種を想定。
【開設期間】

・４月下旬～８月上旬 ※休日も含む

かかりつけ医での接種が可能となるよう市内医療機関と連携した個別接種会場を設けるほか、県立遠野病院及び遠野
市医師会の全面的なご協力のもと市内２カ所に集団接種会場を開設。休日の接種日を設け、利便性向上を図る。

（３）接種までの流れについて

集団接種会場 ２カ所
遠野市総合福祉センター、宮守体育館

※集団接種会場となる施設は長期間の利用制限が生じることから
利用団体等へ代替施設をあっせんする

【主な業務】
・ワクチン接種の予約受付
・遠野市におけるワクチン接種全般に関する相談
・接種後の副反応に関する相談

※緊急的・専門的な相談は、県・国のコールセンターへ接続

４月９日
運用開始

①接種券が自宅に届く

②接種会場・日程の詳細を広報紙等で確認
※接種会場の予約状況はワクチンナビ(web)で確認可能

③予約・相談コールセンターに電話予約
（会場及び接種日時を予約）

※個別接種・集団接種どちらもコールセンターに電話予約

④予約日時に接種会場に行く

▼

▼

▼

【接種を受けるまでの流れ】
遠野市新型コロナワクチン接種

予約・相談コールセンター
☎0120-107-891
９時～17時、月～金曜日（土日・祝日除く）
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（４）高齢者（65歳以上）の優先接種について

・接種券・予診券の発送 ４月中旬
・予約開始 〃
・接種開始 4月下旬

（５）集団接種会場の運営シミュレーションについて

一般高齢者 約9,500人 施設入所者 約1,000人
【接種方法】
個別・集団接種会場のいずれかで接種
【接種期間】
４月下旬～８月上旬

【現在の見通し】

【接種方法】
各施設の勤務医・嘱託医による施設内接種

移動困難な在宅療養者

※高齢者施設等従事者、基礎疾患のある方な
どの優先接種についてはワクチンの供給状況
に応じて対応。

・市内医療機関と連携し、往診医による自宅接種を実施予定
・対象者数等については現在調査中

【日 時】
３月27日㈯、14時～15時30分

【場 所】
遠野市総合福祉センター

【参加者】
市内医療機関、市関係課、遠野市老人クラブ連合会、
会場運営業務委託業者（㈱日本旅行東北） ほか

【実施スケジュール】

１.説明（実施内容等）（５分）

２.運営シミュレーション（60分）

誘導手順、接種手順、副反応への対応 など

３.課題確認等（25分）

４月下旬
接種開始

３月27日
実施

ワクチン初回到着分（１箱975回分）を活用し、
クラスター発生リスクの高い、高齢者施設入
所者へ前倒しで接種（4月中旬から）できるよ
う調整中。

【目 的】
市内医療従事者及び高齢者への集団接種を前に、関係者が運営手順等を確認し、

円滑な接種と安全性の確保を図る。



高齢者以外で基礎疾患を有する人

２月 ３月 4月 5月 6月～

ワ
ク
チ
ン
薬
事
承
認

市内医療従事者等

高齢者（65歳以上）市内対象者：10,567人

クーポン券と
予診票の発送
４月中旬

４月下旬以降 接種開始

高齢者以外 市内対象者：12,686人

令和３年度中に65歳以上に到達する人

高齢者施設等の従事者クーポン券
と予診票
の発送
※準備中

高齢者以外で基礎疾患がある人

☆ファイザー社（米国）
規 模 1.2億回分（６千万人×２回）
接種回数 ２回（21日間隔）
保存条件 生理食塩水で希釈

希釈後、室温で６時間

2/14 承認済み

Ｒ3年１月１日現在

Ｒ3年１月１日現在

一般の人
※市内に居住する16歳以上の人

施設入所者を優先
する場合あり。

ワクチンの供給量により変更の可能性あり
3月26日時点での接種順位と対象規模・範囲

ワクチン供給量による

（６）接種開始スケジュール

検討項目
最新情報は、広報遠野や遠野テ
レビ、市ホームページ、個別通
知などを通じてお知らせ。

・ワクチンの小分け・配送方法の検討
・予約状況の見える化（遠野TV,HP活用）

・接種率向上に向けた取組の検討
（交通弱者支援、要支援世帯への対応 等）
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感染予防対策
事業名 概要 予算額

〇 子育て施設訪問支援 市内保育園・児童館等28施設の遊具等の消毒作業をするヘルパーを派遣し、
職員の負担軽減と感染防止を図る。 2,353

〇 保育施設等感染症対策 保育施設等の感染予防衛生用品、消耗品等を購入し感染予防対策を講じる。 3,172
〇 小中学校感染症対策 市内小・中学校の感染予防衛生用品、消耗品等を購入し感染予防対策を講じる。 5,600

（3事業）

¥経済対策
事業名 概要 予算額

〇 新規雇用創出事業費補助金 令和３年４月１日から来年３月31日までに新規雇用した企業に補助金を交付。
【交付額】1人あたり基本給2か月分 ※上限30万円 15,000

★ デジタル対応人材養成基礎研修事業費補助金 遠野職業訓練校で、オンライン申請など基礎的なデジタル活用技術の習得のための研修会を実施。 2,000

◎ オンライン就業相談支援 学生・一般求職者を対象としたオンライン就業相談の実施及び関連機器等の管理運営。 3,300

〇 感染生産者事業継続支援給付金 感染した市内農業者を対象に、作業委託等の掛かり増し経費を支援。
【交付額】１日当たり8,300円上限 1,245

〇 感染施設園芸農家見舞金 感染した市内の施設園芸農家を対象に見舞金を給付。
【交付額】最大15万円 1,000

〇 中小企業等事業継続家賃補助金
売上が減少している中小企業等に家賃を支援。
【対象・交付額】小売業、飲食業、宿泊業、サービス業、道路旅客運送業者で、令和３年４月～
令和３年９月のいずれかひと月の売上が前年同月比20%以上減少した事業者に家賃の1/2を補助。

30,000

〇 商い元気回復事業費補助金 商工団体や中小企業団体等が行う消費回復に向けた事業支援。
①プレミアム付商品券 ②地元商材販売促進イベント 8,000

〇 地元商圏購買力回復事業費補助金 中心市街地活性化センターの賑わい創出事業に補助金を交付。
①空き店舗活用 ②買い物バス運行 ③集客イベント 5,000

◎ 観光振興補助金 遠野市観光推進協議会が実施する観光振興事業を支援。 ①宿泊・回遊クーポン券 ②市内回遊
バス ③観光振興デジタル化実証事業 ④郷土芸能を活用したコンテンツ開発 20,000

（9事業）85,545千円

9,667万円（全12事業）

11,125千円★…新規 ◎… 一部新規 〇…Ｒ２年度より継続

４. 新型コロナウイルス対策事業 令和２年度においては、第１弾～第7弾まで69事業、
約67億円の予算を措置し対策事業を展開している。

（1）Ｒ３年度当初予算
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■新型コロナウイルスワクチン接種
・ワクチン接種体制確保事業費（8・9）

■一般感染症予防対策
・感染症予防物品購入（1）
（避難所設置用消耗品等）

・サーモグラフィカメラ購入（市民センター等）（2）
・救急隊員用感染防護衣・消毒用資機材購入（2）
・避難所用感染症予防物品購入（3）
・非接触型検温器等購入（※）

■高齢者・障がい者
・高齢者等見守り体制構築（3）
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（２）Ｒ２年度事業一覧

■医療体制
・医療機関感染症対策支援補助金（7）

■教育・文化
・感染症予防物品購入（1 ※再掲）
・小中学校配布用衛生用品等の購入
・ 〃 緊急連絡用メール配信システム導入
・図書消毒機配置

・小中学校感染症予防・学習保障備品等購入（3）
・市立図書館・博物館サーモグラフィカメラ購入（4）
・成人式オンライン配信事業（5）

■広報・情報通信
・広報遠野 臨時号・増ページ対応（1）
・ケーブルテレビＦＴＴＨ化整備事業（実施計画）（3・7）

■子育て
・子育て施設ヘルパー派遣（2）
・児童館等衛生環境整備（3）
・元気わらすっこセンターサーモグラフィカメラ購入（3）
・保育施設等衛生環境整備・感染症対策（3）

・予防接種・健診会場用検温センサーカメラ購入（3）
・助産院感染症予防対策備品購入（3）
・妊婦インフルエンザ予防接種補助事業（5）

■観光
・観光施設等への感染症予防物品配布、
感染者発生時消毒作業助成金（1）
・遠野風の丘・旅の蔵サーモグラフィカメラ購入（4）

■各種給付金
・特別定額給付金（1）
・子育て世代への臨時特別給付金（1）
・ひとり親世帯臨時特別給付金（3・7・9）
・わらすっこ応援臨時特別給付金（3・9）

■高齢者・障がい者
・高齢者等生活物資供給（2）
・外出支援タクシー助成券（3）

■労働関係
・新規雇用創出事業費補助金（3・9）

■観光
・プレミアム市内宿泊交通利用券（2）
・で・くらす遠野ホームページリニューアル（2）
・観光振興補助金（3）
・観光施設Wi-Fi環境整備事業（5）
・観光振興調査事業（5）
・観光事業者経営応援事業費補助金（5）

■商工関連
・休業支援職業能力向上研修（1）
・中小企業事業継続家賃補助金（1・2）
・商工業総合相談窓口開設（1）
・遠隔就業マッチングシステムによる就業支援（1）
・生活関連サービス向上支援事業費補助金（1）
・雇用調整助成金（1）
・商工業総合相談窓口相談員配置（2）
・中小企業等事業資金緊急対策事業費補助金（2・5）
・消費喚起支援事業費補助金（2）
・商工業再生・持続化補助金（3）
・地元商圏購買力回復事業費補助金（3）
・地元飲食業等応援事業費補助金（3）
・中心市街地活性化施設安全衛生対策工事（3）
・デジタル化促進事業費補助金（5）
・みなし法人持続化事業費補助金（5）
・供給力向上促進事業費補助金（5）
・商い元気回復事業費補助金（5）
・飲食業経営持続化補助金（7）
・中小企業家賃支援補助金（7）

■農林畜産関係
・感染生産者事業継続支援給付金（1）
・感染施設園芸農家見舞金（1）
・六次産業チャレンジ応援事業費補助金（1）
・馬産地遠野活性化支援事業費補助金（2）
・ビールの里づくり協議会負担金（2）
・遠野わさび生産維持対策支援金（3）
・遠野牛地域一貫体制整備事業費補助金（3）
・主要畜産品目生産基盤拡大推進事業費補助
金（3・5）
・収入保険加入促進事業費補助金（5・9）
・遠野産米次期作支援事業費補助金（9）

■教育・文化
・奨学資金貸付金（1）
・学校臨時休業対策（給食費等返還・補償）（1）
・文教施設等利用・観光促進PR広告（4）
・修学旅行中止等に伴うキャンセル料等補助金（※）

( )…補正号 ※既存予算を活用して実施した事業

事業総額 約67億4,290万円（全69事業）



５. 市内経済への影響

（1）生活困窮者等への対応状況
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ア 税金、保険料、使用料等の猶予・減免等の申請者数累計（Ｒ３年２月末現在）

税 金 猶予
納期
延長

減免 合計 １月末比

個人市民税 3（2） 5（2） 0 8（4） ±0

法人市民税 3（1） 15（10） 0 19（11） ±0

固定資産税 0 5（2） 0 5（2） ±0

軽自動車税 0 0 0 0 ―

国保税 0 5 12 17 ＋1

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 合計

緊急
小口

申請件数 5 8 7 6 4 3 3 2 0 1 3 42
貸付額 100 140 130 80 80 60 60 40 0 20 60 770

総合
支援

申請件数 0 0 0 0 1 2 0 2 1 1 1 8
貸付額 0 0 0 0 60 105 0 50 30 60 30 335

ウ 相談窓口（Ｒ３年２月末）

※貸付額単位：万円イ 緊急小口資金、総合支援資金 申請状況（Ｒ３年２月末現在）

※（ ）は市外在住者または市外に本拠地のある事業所

◎自立生活相談窓口
・コロナの影響による新規相談 11件（前月末比＋1）

・住居確保給付金の新規申請 1件

◎生活保護窓口
・コロナの影響による新規受給者 ２人

保険料
減
免

１月
末比

介護保険料 3 ±0

後期高齢者
医療制度保険料 3 ±0

使用料等
猶
予

１月
末比

上・下水道使用料 2 ±0

保育料 0 ―

遠野テレビ使用料 0 ―

市営住宅使用料 0 ―

市奨学金償還 0 ―

※コロナ特例分のみ
※件数及び貸付額は延べ
※Ｒ２年2・3月は申請なし

※コロナ関連のみ ※数値は実数(累計)
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（２）市内事業者等への影響

■実 施 者 市商工労働課 ■調査時期 ４月～12月
■調査対象 市内102事業者（回答102社）

ア 商工労働ワンストップ相談窓口（Ｒ２年５月～Ｒ３年1月）

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 合計

相談数 31 16 11 21 28 25 19 16 11 178

イ 市内事業者へのアンケート調査

（1）前年同月比の影響
影響あり…67件（66％）
・２割以上減…54件
・５割以上減…19件

（３）影響を受けている主な農業品目の推移
ア 子牛市場取引実績（市内）

頭 数 取引総額 1頭当たり取引平均価格

Ｒ２年２月～Ｒ３年１月 1518頭 約８億7,296万円 約575千円

Ｒ１年２月～Ｒ2年１月 1,586頭 約10億8,233万円 約652千円

■主な相談内容
・各種補助金に関すること 149件
・その他 29件

(2) 行政への要望
・資金繰支援…21件
・雇用維持支援…15件
・テレワーク等ICT活用支援…11件
・感染症対策…10件

イ ワサビ市場取引平均価格（市内） ※1㌔当たり（単位：円）

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月 10月 11月 12月

本年 4,568 4,066 2,472 1,620 5,130 3,922 3,375 3,811 4,056 4,657 6,569

対前
年

-31.2% -38.5% -63.1% -78.0% -3.8% -20.4% -43.0% -33.6% -29.3% -6.5% 19.2％

畜産園芸課調べ ※東京都中央卸売市場市況 産地別取扱実績 岩手県産ワサビを抜粋
取引実績（Ｒ２年2月～12月）■R2 約568万円（1,298㌔）■R1 約1,398万円（2,366㌔）

関係機関・団体等と連携し、市内事業者への影響や
ニーズ把握に努めている。

ウ 市内飲食事業者へのアンケート調査

■実 施 者 市商工労働課
■調査時期 12月上旬
■調査対象 市内22事業者

■調査結果
（1）前年12月と比較した12月の売上見込み

・良い…0件 ・悪い…20件
（2）今年５月と比較した12月の売上見込み

・良い…4件 ・悪い…12件 ・同程度…5件
（3）給付金制度について

・実施してほしい…22件

Ｒ２ Ｒ１ 価格差

ひとめぼれ 14820 15,317 −497

あきたこまち 14,331 15,183 −852

東北農政局調べ ※岩手県産米価格

ウ 米の相対取引価格
※60㌔当たり
（単位：円）

1頭当たり取引平均価格

Ｒ３年２月 約651千円

前年同期比 +10.3%
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観光施設 1,031,971人 1,609,949人 ↓35.9% 減

宿泊施設 41,950人 70,134人 ↓40.2％ 減
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0

5

10

15

20

25

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月

本年 前年

千人万人

…緊急事態宣言（４月8日～５月25日） …県内初の感染者確認（7/29） …Go to トラベル事業（10/1～12/27）

６. 観光業への影響と取り組み

感染拡大から１年間の累計 ※景観施設、行祭事含む Ｒ3年２月速報値 ※景観施設、行祭事含む

R3.２ 前年同期 対前年比

観光施設 42,137人 65,671人 ↓35.8% 減

宿泊施設 3,017人 4,156人 ↓27.4％ 減

（１）入込状況等

12
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（２）クーポン事業 第２期実績 (Ｒ２/10/1～Ｒ3/2/28）

・宿泊応援クーポン参加施設 24施設
・回遊クーポン参加施設 59施設

成果及び課題点
・当初の予定を上回る利用となった。
・宿泊施設を拠点と市内回遊を図ることが出来た。
・受入側での感染不安が拭えなかった。

（３）Ｒ３年度の取り組み
遠野バス巡りの旅

（1）概要
東北DC期間中に市内観光施設を巡

る観光バスを運行する。観光ガイドも
同行し、遠野の魅力を存分に満喫でき
る内容とする。

（2）日時
４月17日～９月26日の土日祝
10：15発～14：50着

（3）運行ルート
遠野駅～福泉寺～カッパ淵～伝承園

（昼食）～ふるさと村～遠野風の丘～
遠野駅

第１期（７/1～９/30） 第2期（10/1～2/28）

宿泊クーポン 2,242枚（4,484千円） 4,098枚（8,196千円）

回遊クーポン 2,319枚（1,160千円） 6,910枚（3,455千円）

クーポン事業第３期について

令和２年度に引き続き市内各施設
で利用可能なクーポン券を発行し、
市内への誘客及び回遊を図る。

なお、詳細については、令和２年
度実施した参加店等の意見や岩手県
旅館ホテル衛生同業組合との協議の
上、決定する。

デジタル化実証事業

市内観光関連施設のデジタル化
（ワーケーションやオンラインプラッ
トフォーム、キャッシュレスなど）に
向けた、実証事業等を実施予定。



（４）主要イベントの対応方針（Ｒ３上半期）
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感染症予防対策を徹底することで開催できるイベントが増えつつある。
観光振興、地域活性化の観点から、ウィズ・コロナへの対応が求められ
る。

イベント名 Ｒ３年度 Ｒ２年度

東北デスティネーションキャンペーン
（４/１~9/30）

〇
体験メニューやイベント等を企画。

中止
※鍋倉公園の提灯設置のみ実施

遠野さくら祭り（４/18~5/6） 〇
実施内容等を検討中。

中止
※鍋倉公園の提灯設置のみ実施

JR釜石線SL銀河運行 △
運行時期未定

中止
4/18～5/17のみ

町民運動会（６/６） 〇
感染防止対策を徹底の上、各町で開催。

中止

東京2020オリンピック競技大会聖火リレー
遠野区間（6/18）

〇
組織委員会のガイドラインに沿って対応。

延期

東北馬力大会馬の里遠野大会（6月27日） ○
実施内容等を検討中。

中止

全国やぶさめ競技遠野大会（７/18予定）
柏木平リバーサイドまつり

△
実施可否を含め検討中。

中止

遠野納涼花火まつり（８月中旬） △
実施可否を含め検討中。

中止

遠野ホップ収穫祭（８/21~22予定） △
実施可否を含め検討中。

中止
オンラインイベントを実施

日本のふるさと遠野まつり（９/18～19） ○
感染対策・実施内容等を検討中。

中止
※R4年度の50周年記念に向け特設サイトを開設

×中止 △未定 〇開催
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令和３年４月１日付け定期人事異動の概要及び組織体制について 
 
 
【発表の要旨】 
  令和３年４月１日付け定期人事異動の概要及び組織体制についてお知らせし

ます。 
 

 

【発表の内容】 

  令和３年度の人事異動は、「第２次総合計画後期基本計画」及び「第四次遠野

市健全財政５カ年計画」の初年度となることから、後期基本計画等の着実な推進

と緊急的な課題に取り組む体制を整備した。 

 

１ 異動者の内訳等  

 (1) 異動者の内訳                     （単位：人） 

 実異動者 左記のうち昇任者 昇任者のうち女性 

部長級 ８ ２ １ 

課長級 １７ ５ ２ 

課長補佐級 １５ ８ １ 

係長級以下 ６６ ７ ４ 

計 １０６ ２２ ８ 

 

 (2) 近年の異動の状況（すべて実異動数） 

   平成29年４月１日    ７８人 

   平成30年４月１日   １３７人 

   平成31年４月１日   １１６人 

   令和２年４月１日   １１７人 

 

 (3) 令和３年４月１日の職員数見込＝３３２人 

   令和３年３月31日付け退職者   ６人 

   令和３年４月１日付け採用予定者 ５人 
 

遠野市記者発表資料 

令和３年３月 2 9 日 

総 務 企 画 部 総 務 課 

資料 Ｎｏ．２

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 



 
遠野市記者発表資料 

 

２ 異動の特徴  

 (1) 支え合う小さな拠点の推進体制の強化 

   小さな拠点による地域づくりを推進するとともに、重層的支援による新たな

地域支え合い体制を構築するため、健康福祉部福祉課に支え合い支援担当の職

員を配置する。 

 

 (2) こども本の森遠野を拠点とした多様な文化振興体制の強化 

   こども本の森遠野を拠点とした多様な文化振興の体制を強化するため、市民

センターに多文化共生・本の森特命部長を配置する。 

 

 (3) 地域医療連携の推進体制の強化 

   地域医療の更なる連携強化を推進するため、健康福祉部に医療連携特命部長

を配置する。 

 

 (4) 地域経営改革実行体制の強化 

  ア 高度情報化の推進体制の強化 

    遠野ケーブルテレビの光回線整備及び自治体ＤＸの推進体制を強化する

ため、情報連携推進課に専任の技師及び自治体ＤＸの推進を担当する職員を

配置する。 
    また、遠野テレビ経営改革プロジェクトを推進する遠野テレビ改革担当職

員を配置する。 
  イ 第三セクター改革及び中心市街地活性化推進体制の強化 

    第三セクター改革及び中心市街地活性化推進体制を強化するため、産業部

に設置している「三セク・まち活推進室」の名称を「三セク・まち活企画室」

へ変更し、専任の室長を配置する。 
  ウ 消防広域化の推進体制の強化 

    消防広域化を見据えた消防指令業務の共同運用体制を構築するため、消防

本部消防総務課に広域消防を担当する主幹及び主査を配置する。 

  エ ４者連携の推進体制の強化 

    「人づくり」「地域づくり」「健康づくり」に連携協力して取り組んでいる

遠野市教育文化振興財団、遠野施設管理サービス、遠野みらい創りカレッジ

及び遠野市の４者の更なる連携強化を推進するため、市民センター生涯学習

スポーツ課に４者連携担当職員を配置する。 

 

 (5) 女性職員の積極的な登用 

   女性職員の積極的な登用を図り、女性職員の係長以上への昇任は、全昇任者

２２人中８人とする（昇任者のうち女性は、部長級１名、課長級２名、課長補

佐級１名、係長級４名）。 



 
遠野市記者発表資料 

 

 (6) 関係機関団体との連携強化及び人材育成 

   関係機関団体との連携強化及び人材育成のため、遠野市教育文化振興財団、

遠野市観光協会、岩手県後期高齢者医療広域連合、岩手中部広域行政組合及び

岩手県土木技術振興協会にそれぞれ職員を派遣する。 
   また、経済産業省へ行政事務研修員として職員１名を派遣する。 
 

 (7) 被災地応援のための職員派遣 

   令和２年度に引き続き、令和３年度においても大槌町に１名の職員を１年間

派遣する。 

 
 

総務企画部総務課 (白岩 克己) 

   電話 0198-62-2111 （内線 111） 

担当 



 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 

 

支え合う小さな拠点による地域づくりについて 
【発表の要旨】 
  平成 28 年度から人口減少社会に対応する「市民協働の市政運営」への転換を

図るべく、小さな拠点による地域づくり施策に取り組んできました。これまで
の取組を基に、令和３年度から、新たな地域づくりのステージに移行します。 

 
【発表の内容】 
 
１ 地区センターの指定管理者制度等導入 

地域づくりの拠点施設である地区センターの管理運営を地域団体に委託する
指定管理者制度等を導入することとし、先行して、昨年 10 月１日から土淵地区
センターを土淵町地域づくり連絡協議会が運営している。 

本年４月からは、他の全地区センターが指定管理、または業務委託による地域
運営を開始し、住民主体の地域運営という新たな地域づくりステージに本格的に
移行する。地域運営団体は、施設の管理運営のほか、社会教育事業の実施、地域
づくり活動の支援、人口減少社会に対応した行政サービスの一翼を担う。 

 
２ 行政区・消防団の再編 

地域コミュニティの基礎単位である行政区（自治会）の活動継続が困難となっ
ていること、また、消防団員の確保が困難となっていることから、持続可能な地
域コミュニティを再構築するため、行政区・消防団再編を行う。 

令和３年度は、再編に伴う各種事務事業の調整と、市レベルの協議会等の組織
再編を行い、新たな協働体制を構築する。 
(1) 再編の内容 

行政区（現行）90 行政区   → （再編）62 行政区  
消防団（現行）56 部 11 分所 → （再編）44 部３分所 

(2) 施行期日  令和４年４月１日 

 
３ 地域支援策 

住民主体の地域運営体制を確実に推進するため、新たな支援策を講じ、行政と

地域の新たなパートナーシップを構築する。 
 (1) 地域づくり応援室の体制強化 

令和２年度：４月 ２名 ※10月 ３名  
   令和３年度：４月 ５名 地域づくり応援室職員による巡回指導、支援 

(2) 地域担当職員制度の創設  
地域と行政のパイプ役となる各地区５名程度のチームを編成し、地域課題解

決のための検討会議等に加わり、市民協働事業の拡充を図る。 
(3) 地域貢献制度の創設 

地域づくりの課題であるマンパワー不足解消のため、職員の有償ボランティ

ア事業への参加促進を図る。 

遠 野 市 記 者 発 表 資 料 

令 和 ３ 年 ３ 月 2 9 日 

市民センター地域づくり応援室 

資料 Ｎｏ．３

市民センター地域づくり応援室 (松田) 

遠野消防本部遠野消防署（千田） 

   電話 0198-62-2111 （内線 840202）

担当 



住民自治と市民協働へのステップ

遠野市

記 者 懇 談 会
令 和 ３ 年 ３ 月 2 9 日
地 域 づ く り 応 援 室
遠 野 消 防 署



１ 小さな拠点による地域づくり取組経過 小さな拠点による
地域づくり

年度 行政区 消防団

H27年度 ●地域コミュニティ支援方針の策定 －

H28年度
●11地区に地区センター配置（職員３人体制へ移行）

●地区まちづくり計画策定開始（先行地区：小友、松崎、上郷）

●一括交付型補助金による地域づくりのモデル地区指定(上郷）

■ 消防団に関する条例の一部を改正
・条例定数を「1,030人」から「935人」に改正
・費用弁償を「1,600円」から「2,000円｣に改正

H29年度
●地区まちづくり計画策定（遠野、綾織、附馬牛、土淵、青笹）

●一括交付型補助金による地域づくりのモデル地区指定
（小友、松崎、上郷）

－

H30年度
●地区まちづくり計画策定（宮守、達曽部、鱒沢）

●地区まちづくり計画及び一括交付型補助金制度の検証
●指定管理者制度を見据えた地域運営組織の在り方の検討

■ 9分団4部と6部の再編について検討

R元年度
●指定管理者制度導入に向けた研修等の開催
●地区センター指定管理者制度の条例整備
●地域説明会

■ 遠野市消防団再編検討小委員会設置
■ 消防団員アンケートとりまとめ
■ 消防団幹部会議で内容協議
■ 9分団4部と6部が統合し、新9分団4部を設置
■ 10分団1部と6部の再編について検討

R２年度
●指定管理者制度の導入開始 ◆R2.10から土淵地区スタート
●令和３年度から全地区指定管理者制度又は業務委託への
移行体制決定

■ 10分団1部と6部が統合し、新10分団1部を設置
■ 遠野市消防団再編検討小委員会で原案決定
■ 消防団幹部会議で承認
■ 再編案に関する地区座談会
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２地区センター指定管理者制度等への移行 小さな拠点による
地域づくり

【委託組織】

地域づくりと一体的に運営してもら
うため、地域の団体に委託する。

3

地区名 従来 新 組 織 指定管理等開始時期

遠 野 遠野町地域づくり連絡協議会 遠野町まちづくり協議会 令和３年４月１日

綾 織 綾織町地域づくり連絡協議会 綾織夢・希望のまち推進会 令和３年４月１日

小 友 小友町地域づくり連絡協議会 小友町まちづくり協議会 令和３年４月１日

附馬牛 附馬牛町地域づくり連絡協議会 附馬牛町地域づくり連絡協議会 令和３年４月１日

松 崎 松崎町地域づくり連絡協議会 松崎町未来づくり協議会 令和３年４月１日

土 淵 土淵町地域づくり連絡協議会 土淵町地域づくり連絡協議会 令和２年10月１日

青 笹 青笹町地域づくり連絡協議会 青笹町地域づくり連絡協議会 令和３年４月１日

上 郷 上郷町地域づくり連絡協議会 上郷町地域づくり推進協議会 令和３年４月１日

宮 守 宮守地域づくり連絡協議会 宮守銀河まちづくり協議会 令和３年４月１日

達曽部 達曽部地域づくり連絡協議会 達曽部地域づくり連絡協議会 令和３年４月１日

鱒 沢 鱒沢地域づくり連絡協議会 鱒沢地域づくり会議 令和３年４月１日

【受託組織強化】

地域運営できるよう、既存組織を改
組して組織強化を図る。

【年間管理費】
１施設 1,400万円～1,900万円
※別に、地域づくり活動支援制度あり



３行政区・消防団再編計画の概要

区分 現状 再編後 増減

行政区 90行政区 62行政区 △28行政区

消防団 56部11分所 44部３分所 △12部８分所

小さな拠点による
地域づくり

4

地 区 現 状 再編案 増減 内 容

遠 野
行政区 15 15 －

消防団 ５ ５ －

綾 織
行政区 ７ ３ △４ 1･2･3区、4･5区、6･7区を合併

消防団 ５(３) ３ △２(△３) 1・5部、2・3部を統合、各分所を廃止

小 友
行政区 ５ ３ △２ 1・2・4区を合併

消防団 ５ ３(１) △２(１) 1・2・4部を統合、１部を新１部の分所（鮎貝）

附馬牛
行政区 ７ ３ △４ 1・4区、2・3区、5・6・7区を合併

消防団 ５(４) ３(１) △２(△３) 2・3部、4・5部を統合、既存分所は廃止。３部を新２部の分所（大出）



地 区 現 状 再編案 増減 内 容

松 崎
行政区 ８ ８ －

消防団 ６ ６ －

土 淵
行政区 10 ７ △３ 1・2・3区、4・5区を合併

消防団 ５(１) ５(１) －

青 笹
行政区 ８ ６ △２ 1・2区、7・8区を合併

消防団 ５ ３ △２ 2・4部、3・5部を統合

上 郷
行政区 10 ６ △４ 2・3区、4・5区、6・7区、8・10区を合併

消防団 ６(２) ５ △１(△２) 4・5部を統合、各分所を廃止

宮 守
行政区 ７ ５ △２ 1・2区、4・7区を合併

消防団 ５(１) ３ △２(△１) 1・3部、2・5部を統合、分所を廃止

達曽部
行政区 ７ ３ △４ 1・2区、3・4区、5・6・7区を合併

消防団 ５ ５ － 部の管轄を見直し（令和2年4月1日 1部と6部を先行して統合）

鱒 沢
行政区 ６ ３ △３ 1・2区、3・4・5区を合併

消防団 ４ ３ △１ 2・4部を統合
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２ 地域担当職員制度

３ 地域貢献制度

４ 地域運営支援制度の創設 小さな拠点による
地域づくり

区長業務を、新たに再編された行政区自治会に委託
することで、地域活動を取組みやすくする仕組み

１ 自治会支援制度

＝地域を支える
３つの支援制度＝

6

地域づくりのマンパワーの確保のため、市職員が
住民と同等の有償ボランティアとなり、地域づく
り活動を促進する仕組み

市とのパイプ役となる地域担当職員を配置し、地域
づくり会議等に出席して、一緒に地域課題解決策を
考える仕組み

行政区再編
消防団再編

地区センター
指定管理等

市民協働
住民自治
地域運営

安心・安全
地域

支え合い

小さな拠点による地域づくり

１
自治会支援制度

２
地域担当
職員制度

３
地域貢献制度



５ 今後のスケジュール

年度 行政区 消防団

令和３年
1月 ●行政区再編計画決定

■消防団再編計画決定
■消防団再編準備委員会設置

令和３年度

●地区センター指定管理者制度等へ
の移行 ※土淵はR2.10から指定管理者制度へ移行済み

地域支援① 地域担当職員制度施行
地域支援② 地域貢献制度施行

●行政区設置規則改正
＊新行政区自治会設立（合併行政区）

■再編に係る諸事項の検討
・部の管轄及び応援態勢について
・消防団車両及び屯所（コミセン）の統廃合
時期について

・消防団員の待遇改善（給貸与品及び費用弁
償等）について

・機能別消防団員及び消防団ＯＢについて

■消防団規則改正

令和４年度 ●行政区の再編施行
地域支援③ 自治会支援制度施行

■消防団の再編施行

小さな拠点による
地域づくり
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指定管理者制度 綾織・小友・附馬牛・青笹・上郷・達曽部

業務委託 遠野・松崎・宮守・鱒沢



 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 
 
 

遠野さくら祭りについて 
 
【発表の要旨】 
  遠野の春のイベントとして「遠野さくら祭り」を開催します。 

なお、開催にあたっては、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を図りなが
ら行います。 

【発表の内容】 

１ 期間 

  令和３年４月 17 日(土)から５月５日(水・祝)まで 

 

２ 主要イベント 

(1) ４月 17 日（土）    鍋倉公園の夜桜ライトアップ  

(2)     22 日（木）  國華の薫を楽しむ会 

(3)    29 日（木・祝）遠野まちなかテイクアウト祭りなど 

           駅前「遠野マルシェ」 

(4) ５月 １日（土）   遠野座 夜神楽公演（～５月４日） 

(5)    ３日（月・祝） 南部神社神輿渡御・宵宮祭 

(6)    ４日（火・祝） 南部神社例大祭・郷土芸能共演会 

  

３ 主催者 

遠野さくら祭り実行委員会（会長 本田敏秋） 

 

４ 備 考 

  〇 今後の新型コロナウイルス感染症蔓延状況によっては、規模縮小・中止も 

あり得ますが、準備を進めながら判断します。 

〇 詳細の情報について、(一社)遠野市観光協会ホームページ等のＳＮＳでご

確認ください。 

 

担当 産業部観光交流課（菊池 達紀）

電話 0198-62-2111（内線 322）

遠野市記者発表資料 

令和３年３月 2 9 日 

産 業 部 観 光 交 流 課 

お知らせ Ｎｏ．１



 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 
 
 

遠野早池峰ふるさと学校再開について 
 
【発表の要旨】 
  令和元年度から２年間閉校していた「遠野早池峰ふるさと学校」を再開いた

します。 

【発表の内容】 

１ 開校コンセプト 

   見学を通じ、懐かしく・新たな発見ができる「リアル昭和の学校」を目指す

もので校舎自体の見学の他、第１ステップとして次の展示に取り組む。 

・岩手南部森林管理署遠野支署協力の基、地域が舞台となった森林鉄道資料 

展示 

・実際に授業で使用されていた学校教材の展示(季節感を意識して) 

 

２ 場所 

旧大出小中学校（附馬牛町地内） 

 

３ 開校期間・時間 

(1) 期間 令和３年４月 24 日(土)から 11 月 28 日(日)の土・日曜日 

(2) 時間 10:00 から 16:00 まで 

 

４ 開校式 

４月 24 日(土)午前９時 45 分から開校式を行う予定。 

   

５ 管理委託予定者 

   附馬牛町第７行政区自治会 
 

 ６ その他 

開校にあたっては、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を図りながら 

行います。 

担当 産業部観光交流課（菊池 達紀）

電話 0198-62-2111（内線 322）

遠野市記者発表資料 

令和３年３月 2 9 日 

産 業 部 観 光 交 流 課 

お知らせ Ｎｏ．２
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